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 木々や花が芽吹き始める様子に、春の訪れを感じる季節となりました。今回は、３学期に行われた本校

の進路支援に関する活動や高等部３年生の進路先等についてお知らせします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターンシップ推進委員会は、児童生徒一人一人に応じたよりよい進路支援ができるよう、公共職業安

定所、障害者就業・生活支援センター、福祉事業所など就労関係機関より外部委員を迎え、意見交換を行うも

のです。年間２回実施しており、今回の第２回目は、保護者の皆様にも多数ご出席いただきました。 

委員会では、学校からの報告後、事前に保護者からいただいた質問について外部委員に答えていただきま

した。質疑応答について以下にお知らせいたします。 

質問１ 就労先でうまくいかなくなったときはどのように対応されていますか。 

答え１ うまくいかないと分かった時点で、早めに相談していただくと連携して対応できる。担当者会議

を開き、何が課題なのか、本人は何が嫌なのか、問題と感じているのか等を探り、役割を分担して

対策を練っている。 

質問２ 就労や卒業後の生活について、いつ頃から相談支援事業所に相談すればいいですか。 

答え２ 児童のデイサービスを使っている人は相談支援事業所とつながっている。児童相談と成人相談の

間は切れてしまうので、切れ目がなく早いうちから相談支援事業所とつながっていくとよい。 

成人の悩みには、人との付き合い方での問題が多い。学齢期からの相談員と連携して引き継い

で、成人に向けて準備していくとよい。 

質問３ 企業と企業就労希望者、入所施設と入所希望者のマッチング状況を教えてください。 

答え３ 企業が求める人材は、挨拶ができる人、集中できる人、指示を守ることができる人などである。

実習を通して見極めをし、課題があれば、トライアル雇用やジョブコーチ支援を活用して手厚く支

援をしてマッチングを図っている。 

    入所については、現状ではとても厳しい。どこで暮らすかより、どう暮らすかが大事だと思う。入

所できないとしたら地域でどう暮らすかが重要である。本人が好んで行える日中活動は何か、どん

なサービスを利用するとよいかなど、本人にとって豊かな生活を作るよう支援していけるとよい。 

質問４ 卒業前にハローワークで相談を受けることは可能ですか。相談はどのようにすればよいですか。 

答え４ ハローワークは、いつでも相談可能である。窓口で相談をし、ハローワークの情報を学校と共有し、

就職を進めていくとよい。様々な就労支援機関ともつながって行けるので、ぜひ利用してほしい。       

＜当日の資料の一部＞ 
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＜企業就労＞  ３名 
第一繊維工業有限会社    
小林製薬チャレンジド株式会社   
株式会社アイ・ユー・ケイ 

 
＜福祉的就労＞ 
【就労継続支援A型事業所】  ３名 
一般社団法人ほまれ ひまわりワーク清水元町店 
株式会社ＰＥＲＳＯＮ‘Ｓ 就労継続支援施設いずみ 

  
【就労継続支援B型事業所】  １０名 
社会福祉法人秀愛会 多機能型事業所 ステップ 
社会福祉法人フレンドリー会 フレンドリーハウス 
特定非営利活動法人こころみの郷 障害者就労継続支援Ｂ型事業所 こころみ  
特定非営利活動法人ひまわり ひまわり 
社会福祉法人恵風会 多機能型施設 このみ 

 特定非営利活動法人富山あさひ会 大山福祉サークルひだまりの家 
  
【自立訓練】   １名 
特定非営利活動法人 知的障害者のくらしを考える会 わくわくファームきらり 

 
【生活介護事業所】  １２名 
特定非営利活動法人 知的障害者のくらしを考える会 わくわくファームきらり 

 特定非営利活動法人あかりハウス あかりハウス 
 社会福祉法人新川会 つつじ苑 
 社会福祉法人恵風会 富山市婦中生活介護事業所 
 社会福祉法人ラッコハウス 生活介護施設ラッコハウス 
 社会福祉法人射水福祉会 いみず苑 
 社会福祉法人めひの野園 うさか寮 
 特定非営利活動法人ぴーなっつ ぴーなっつ 
  

 

 
卒業生の門出をお祝いします。高等部３年生の進路先についてお知らせします。在校生の皆さん、保護

者の皆様は、今後の進路の参考にしてください。 

「あこがれの先輩を」 

教頭 山下裕市 

 今年度最終回の「進路だよりわくわくワーク」となりました。今回は、高等部３年生の進路先を掲

載しました。一人一人の希望と願いが込められた進路先です。その進路先には、いろいろな先輩がい

ます。その先輩にあこがれて進路先を決めた人もいるようです。皆さんよりも少し先を体験している

先輩は、たくさんの情報をもっていると思います。先輩からの情報は、進路先を決めたり、今の生活

を充実させたりすることにつながると思います。いろいろな場面を通して、先輩の話を聞けるといい

ですね。 

 人生の中で、進路選択は何度かやってきます。そのときに備え、「あこがれの先輩」を見つけ、その

先輩から情報を聞き、今の生活を充実させるとともに納得のいく進路選択ができるように準備してい

けたらいいですね。校内外を問わず頼もしい先輩は身近にたくさんいると思います。積極的に関わっ

ていきましょう。きっと優しくいろいろなことを教えてくれると思いますよ。 

 

 

 

 

 


